
 

 

 

 

 

 

 

 

 

『私たちが何を食べるか』 

食料自給率は国内消費の変化にも

大きく影響を受けています‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ようこそあいちへ～ 

大勢のご参加有難うございます。 

皆様との交流をお楽しみ下さい‼ 

Vol.２ 

あいち水土里ネット女性の会 (令和７年１月発行) 

Vol.12 

水土里ネット愛知 東海農政局企画調整室 
中根俊樹専務理事 秋田彰調整官 

Women’s Ｖision 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１０月２８日（月）ルートイングランティア小牧において東

海ブロック水土里ネット女性理事等意見交換会を開催しました。愛知・

三重・岐阜の三県から１３４名のみなさまが集まり、楽しいひとときを

過ごされました。基調講演では、東海農政局企画調整室調整官の秋田彰

さまに「日本の食料安全保障」というテーマでご講演いただきました。

その後、参加者のみなさまは１８のテーブルに分かれ意見交換会を行い

ました。昼食会をはさんで午後からは犬山頭首工を視察し、東海農政局

木曽川水系土地改良調査管理事務所施設管理調整官の田中宏治さまより

概要説明を受けました。日ごろの業務とは違った新たな気づきや発見の

ある実りある一日となりました。 



 

 

 

末松則子会長 

安達直子副会長 
初めに、各県の代表者から事前アンケートの 

テーマに基づいてご発言いただき、その後、 

それぞれのテーブルで意見交換を行った。最後にテーブルで 

の意見をまとめ、安達直子副会長から働きやすい職場環境について発表があった。

「働くうえで職場の雰囲気はとても重要！どんなことでも気軽に相談し合えるこ

とが大切で、笑顔のたえない職場が理想だと思う。」と述べられた。 

進藤金日子顧問 
参議院議員 

全国水土里ネット

土連 
室本専務理事 

◆ 男女共同参画の視点から考える土地改良区の仕事について（発表一例） 

〇 複式簿記の導入により土地改良区の財務管理にも変化が生じた。→ 

職員の男女が２人一組となり施設の更新計画検討のために現場へ出向く

ようになった。→ 女性もこれまでより幅広い業務にあたることができ

ている。→ 現場を知ることで組合員とも現場について具体的な話がで

きるようになった。（土地改良区実例） 

〇 男性は現場、女性は事務という前例を破り、様々な業務を経験する

ことが必要ではないか。多面的機能支払交付金制度の仕事などは理事や

組合員とのかかわりが深いので勉強になる。（都道府県連合会意見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「あいち水土里ネット女性の会」事務局 

水土里ネット愛知 総務部総務課 

意見交換会

kkoukann 

犬山頭首工視察 

波能寿子会長 

功刀由紀子理事 

恵まれたお天気の中、操作管理所の屋上から

頭首工を見学した。その後、田中調整官より本

頭首工の歴史や規模、また下流部の農業経営に

とって非常に重要な役割を担っている施設で

あることなどの概要説明を受けた。一年を通じ

て職員が２４時間体制で頭首工の管理を行っ 

ていると述べられた。 

令和６年１１月６日（水）東京都港区赤坂の赤坂パークビルにおいて、令和６年度全国水

土里ネット女性の会研修会が開催されました。全国水土里ネット女性の会会長の西彩さんか

ら開会の挨拶があり、来賓としてお迎えした都道府県水土里ネット会長会議顧問の進藤金日

子参議院議員からは土地改良の女性活躍に向け、励ましのお言葉をいただきました。この研

修会は「誰もが輝き活躍することができる強くてしなやかな土地改良区の創造に向けて、男

女共同参画推進の意義を深めること」を目的として令和２年度から開催されています。あい

ち水土里ネット女性の会からは、会員を代表して運営委員の安達直子さんと事務局の内山智

会さんが参加しました。全国水土里ネットの室本隆司専務理事は講話のなかで、「これから

の土地改良区は変化に柔軟に適応できる地域に根差した組織に変わっていかなければなら

ない」と述べられました。その後、参加者は「職場等での男女共同参画への具体的な方策」

についてグループワークを行いました。 

 

 

 

 

 

 

司会進行の事務局 → 

会場の様子 ↑ 

《令和６年度全国水土里ネット女性の会研修会》のご報告 


